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1/3目的
■現在の研究

＠2025年度OISTERワークショップ

・UKIRT/WFCAMの近赤外撮像観測の
アーカイブデータを用いた測光解析
・ペルセウス座分子雲B1領域で、
赤外超過が見られる超低質量天体候補
を同定

・候補天体の可視追分光観測
←スペクトル型を決定し、
年齢の仮定によらない
質量導出を行ないたい

■将来的な目標

■短期滞在実習の目的
・可視面分光観測の手法や解析方法を学ぶこと
→2024年度短期滞在実習プログラムに参加し、京都大学岡山天文台の
せいめい望遠鏡/KOOLS-IIFUを用いた実習を行なった。
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2/3観測

望遠鏡 3.8mせいめい望遠鏡

観測装置 KOOLS-IFU
(可視撮像低分散分光装置)

観測日 2025年1月30, 31日
観測波長 6000-10000Å
グリズム VPH-red
波長分解能 ~800

2025年1月30日(木)
EM*LkHA 327

rバンド(ABmag)：14.3等
60s×1枚
180s×3枚

2MASS J03323300+3102216
rバンド(ABmag)：17.3等

60s×3枚
600s×3枚

2025年1月31日(金)

2MASS J03334129+3113410
rバンド(ABmag)：18.2等

60s×2枚
600s×4枚

観測天体/
積分時間

図. 本実習で観測した天体の空間分布
+ハーシェル宇宙天文台のダスト柱密度の分布図

■3.8mせいめい望遠鏡 ■KOOLS-IFU
(可視撮像低分散分光装置)

＠2025年度OISTERワークショップ



3/3結果
■観測で得られたスペクトル
① EM*LkHA 327

＠2025年度OISTERワークショップ

・スペクトル型はK7-M0と推定
←先行研究とサブクラス±1で一致

・Hα輝線を検出
←等価幅(-35.0±0.8Å)から
古典的Tタウリ型と考えられる

(Zhang et al. 2023)
・既知の前主系列星
・Spectral type：M0
・rバンド(AB等級)：14.3等(

図. 積分時間が異なるスペクトルの比較

図.  得られたスペクトル(赤)とスペクトルテンプレート
(黒)との比較(Kesseli et al. 2017)



終わりに

その他、実習の詳細に
ついてはポスターを
ご覧ください。

ご清聴ありがとうござい
ました。


